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〜真の友人からの手紙〜
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昨年は震災で始まり、

放射能汚染で終わった激

動の一年でした。市民の皆

様方にとって心が痛む年だった

と思います。しかしその一方で、日本人とし

ての「心と絆」を強く感じた年でした。そし

て今年は復興の年です。東日本大震災、福島

原発事故からの復興であり、また20年間続い

たデフレ不況から脱却する復興であり、また

崩壊しつつある社会保障制度の再構築の年で

す。政府は税と社会保障の一体改革を打ち出

していますが、痛みを伴う改革です。全国民

の英知の結集と協力によってのみ成し遂げら

れる事業であり、当院では医療をしっかり支

えていきたいと思っています。

当院は生活習慣病を始めとする勤労者医療、

慢性期医療を中心とする病院としてスタート

しました。糖尿病および脊髄損傷疾患に於い

ては、長い歴史の中で築き上げられた多分野、

多職種の連携によるチーム医療に支えられ、

東海地区でもっと進んだ医療を提供していま

す。そして今年は、こうした医療体制を脳卒

中、心臓病、呼吸器病、消化器病等にも拡

大・充実させる目的で、新たに専門医療セン

ター構想を職員の絆の下で実行する年にした

いと思っています。さらに当院は昨年９月に

地域医療支援病院として承認されました。地

域の中核病院として、これまで以上に、病病

連携、病診連携を進め、地域医療の機能分化

と連携の構築に貢献していきたいと思ってい

ます。また一方で、地域医療は病院、医師中

心の医療ではなく、患者・市民中心の医療で

あります。がんの緩和ケアはじめ、介護福祉

そして高齢者や認知症患者の健康管理につい

ても、かかりつけ医の先生方、行政等の関係

者と共に生活支援を行う地域包括ケアーに積

極的に参加していきたいと思っています。

また当院は愛知県がん診療拠点病院であり

ます。新しい外科手術の開発や連携パスによ

る連携事業を進める一方、がん治療をテーマ

に３月25日午後、白鳥の国際会議場にて市民

健康セミナーを開催いたします。多数の皆様

方のご参加をお待ちしています。

最後になりましたが、地域の市民の皆様方、

本年も何かとお世話になりますが、どうぞよ

ろしくお願いします。
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もしも意識を失って倒れている人に出
会ったら、なんとか助けたい、この人のた
めに何かしてあげたいとみなさん思われる
でしょう。しかし、その人に何をすればよ
いのかわからず、おろおろとしてしまいま
せんか。そのような時はすぐに救急車を呼
んでください。でも救急車はすぐには到着
しないことがあります。そんな時にそばに
いる人ができること、それが救急蘇生法

（一次救命処置）です。消防署などで講習
会が開かれていますが受けたことがあり
ますか？

病院の中でも入院している患者さんが急
変したり、外来受診されている患者さんが

急に倒れたりすることがあります。そうし
た場合に、その場に居合わせた病院の職員
が適切に一次救命処置をできるよう講習会
を開いています。はじめて胸骨圧迫（心臓
マッサージ）や人工呼吸をしたりAEDを
使ったりすることは職員でも不安が大きく
緊張してしまいますが、人形を使って何度
も練習すると1時間後には上手にできるよ
うになります。

いつどこで緊急の場面に出会うかわかり
ませんので、このような救急蘇生法を学ぶ
機会がありましたら、みなさまもぜひ参加
してみて下さい。

救急看護認定看護師　酒 井　麻希子

手術は一生のうちで何度も経験するもの

ではありません。また、手術の大小を問わ

ず体にメスを入れるという行為は、生命を

脅かすものと言えます。手術が決定してか

らその日が近づくにつれて、心配事がどん

どん増えていくようなことがあるかもしれ

ません。「手術室ってどんな所だろう」「ど

ういう風に手術が進んでいくの？」「何を

準備しておけばよいのか」「どんな麻酔で

手術を行うのか」「麻酔が痛いって聞いた

けど…」「手術後はどれくらい痛いのかな」

「痛みの対処法はどうしたらよいのか」「手

術の後はどれくらいで動けるのか」「手術

後、家に帰ってから何か起こった時には？」

などなど。少しでもそのような心配事を解

決してもらうために、手術看護認定看護師

がいます。普段は手術室で勤務しており、

患者さんのすぐそばで少しでも安心して手

術が受けられるように、看護にあたってい

ますが、手術に関わる全ての事に携わって

います。手術について何か不明な点、心配

事がありましたら、いつでもご相談下さい。

病棟・外来を問わず訪問させていただき

ます。

手術看護認定看護師　米 村　雅 美
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看護師認定看護師
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★中部ろうさい病院のホームページで、〈病院の情報〉〈フィリア・レター〉〈ろうさい病院つうしん〉

がご覧いただけます。携帯電話からもアクセスできます。どうぞ、ご利用ください。



新年あけましておめでとうございます。

新しい年を迎え、今後もますます患者さんにとって良い病院であるように職員一同頑張って

まいりますので、これからもよろしくお願い致します。

〜〜 編 集 後 記 〜〜
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当 院 の 理 念

皆さんとの出会いを大切にし、苦しみ

を分かち合い、健康で潤いある生活を送

れるよう職員一同努めます。

当院の基本方針
・ 医療の質の向上と安全管理の徹底

・ 生命の尊厳の尊重と患者さん中心の医療

・ 人間性豊かな医療人の育成と倫理的医療の遂行

・ 地域社会との密な連携と信頼される病院の構築

・ 災害・救急医療への積極的な貢献と勤労者に相

応しい高度医療の提供

がんをテーマとした第２回白鳥市民健康セミナーを開催致します。

テーマ：「がん医療の最前線　予防から社会復帰まで」（仮）

日時：平成24年３月25日（日）

14：00〜16：30

会場：名古屋国際会議場　白鳥ホール

定員：440名

詳細が決まりましたら、おってご連絡いたします。

44444444444444444444444444444444
44444444444444444444444444444444
44444444444444444444444444444444
44444444444444444444444444444444
44444444444444444444444444444444
44444444444444444444444444444444
44444444444444444444444444444444
44444444444444444444444444444444


	Acr76DB.tmp.pdf

